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レポート課題

１．レポート課題

以下の課題についてのレポートを提出すること。

これまでの講義の内容を踏まえて，これからの環境調整手法はどうあるべきか，を述べてくだ

さい。もしくは，これまでの講義の内容を踏まえて，新しい環境調整手法を提案してください。

書式は自由。図面を提出しても良い。

ただし，以下の注意点は守ること。

・学籍番号と氏名を明記のこと。

・参考文献や引用文献を使用する際には，正しい方法でその旨を明記すること。

・できるだけ読みやすいよう，またはできるだけ見やすいように工夫をすること。

２． 締め切り

８月９日（月）

注）辻原は，

・８月２日（月）から８月６日（金）まで牛深市での調査のため

・８月 11 日（水）から８月 25 日（水）までパラオ共和国での調査のため

大学を不在にします。したがって，レポートは，７月 30 日（金）まで，もしくは８月９日

（月）に提出してください。なお，８月９日（月）は出張後の後片づけと出張前の準備のた

め，研究室を留守にすることが多いと考えられます。

３． 提出先

下記の担当者の所まで。その他，質問なども，以下の担当者まで。

助教授・辻原 万規彦

部屋：環境共生学部旧棟（旧生活科学部棟）４階西南角

電話：096-383-2929（内線 492）

e-mail：m-tsuji@pu-kumamoto.ac.jp


